
(57)【要約】

【課題】ユーザの使い勝手のよい非接触ＩＣカード対応

リーダ／ライタ内蔵のキーボードを実現する。

【解決手段】　Ｒ／Ｗ付ワイヤレスコンパクトキーボー

ド３１の特徴は、非接触ＩＣカード対応リーダ／ライタ

を内蔵していること。ファンクションキーのサイズを縮

小してＦキー群の横幅を短縮し、キャラクタキー群の横

幅と同じ幅に、Ｆキー群２４と補助キー群２６を同列に

設けていること。テンキー群２３の上方にストッパリブ

２７を設けていることである。補助キー群２６とストッ

パリブ２７が突出しており、いわば、ストッパの役目を

果たすので、ユーザは非接触ＩＣカードを的確に配置す

ることができる。また、ストッパリブ２７は、非接触Ｉ

Ｃカードの滑落を防止する。本発明は、パーソナルコン

ピュータのキーボードに適用することができる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の キ ー か ら 構 成 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 操 作 さ れ た キ ー に 対 応 す る 信 号 を 情 報 処 理 装
置 に 入 力 す る 入 力 装 置 に お い て 、
　 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ま た は 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 と デ ー タ を 通 信 す る 通 信 手 段 を 備 え
、
　 前 記 通 信 手 段 の ア ン テ ナ は 、 テ ン キ ー 群 の 上 側 、 か つ 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 群 の 右 側 に
内 蔵 さ れ て い る
　 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 入 力 装 置 は 、 カ ー ソ ル キ ー 群 が キ ャ ラ ク タ キ ー 群 の 右 下 に 組 み 込 ま れ て い る コ ン パ
ク ト 型 で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 点 キ ー 群 の 上 側 に 所 定 の 横 幅 を 有 す る 凸 部 か ら な る ス ト ッ パ を
　 さ ら に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ト ッ パ の 横 幅 は 、 前 記 テ ン キ ー 群 の 横 幅 よ り も 狭 い
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ア ン テ ナ の 中 心 は 、 前 記 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 群 の キ ー 列 の 右 端 と 前 記 ス ト ッ パ と に
よ っ て 定 め ら れ る 前 記 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 配 置 の 中 央 か ら 右 側 に オ フ セ ッ ト さ れ て い る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 入 力 装 置 は 、 所 定 の 無 線 通 信 規 格 に 従 っ て 前 記 情 報 処 理 装 置 と 通 信 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 入 力 装 置 に 関 し 、 特 に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド と 通 信 で き る よ う に し た 入 力 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｉ Ｃ カ ー ド と デ ー タ を 非 接 触 で 通 信 す る 技 術 が 確 立 さ れ て お り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 、 こ の 技 術 は 例 え ば 電 子 マ ネ ー 決 済 機 能 を 有 す る Edy（ 商 標 ） カ ー ド 、 電 車 の 定 期 券
や 乗 車 券 な ど と し て 機 能 す る Suica（ 商 標 ） カ ー ド な ど に 代 表 さ れ る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に
採 用 さ れ て い る 。 ま た 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ と 同 様 の Ｉ Ｃ チ ッ プ が
搭 載 さ れ て い る 携 帯 電 話 （ 以 下 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 と 称 す る ） も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド な ど に 記 録 さ れ て い る 情 報 （ 例 え ば 、 先 払 い し た 金 額 の 残 高
、 利 用 履 歴 な ど ） を ユ ー ザ 自 身 が 確 認 し た り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し た 通 信 販 売 で 電 子 マ
ネ ー 決 済 機 能 を 利 用 し た り す る と き の た め に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を 内
蔵 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や PDA(Personal Digital Assistant)が 存 在 す る 。 ま た さ
ら に 、 USB(Universal Serial Bus)ケ ー ブ ル な ど を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 外 付
け す る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ １ ７ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 と こ ろ で 、 デ ス ク ト ッ プ 型 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る 場 合 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ の 本 体 を 机 の 下 な ど に 置 き 、 デ ィ ス プ レ イ と キ ー ボ ー ド を 机 上 に 置 く こ と が 多 い
。 こ の よ う な 場 合 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ が 本 体 に 内 蔵 さ れ て い る と そ の
使 い 勝 手 が 悪 い 、 外 付 け の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を 用 い る と USBケ ー ブ ル
な ど の 配 線 が わ ず ら わ し い 、 外 付 け の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ が 机 上 の ス ペ
ー ス を 占 め て し ま う な ど の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 キ ー ボ ー ド に 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド
対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を 内 蔵 す る こ と に よ り 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ の 使 い
勝 手 を 向 上 さ せ る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 は 、 複 数 の キ ー か ら 構 成 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 操 作 さ れ た キ ー に 対 応 す
る 信 号 を 情 報 処 理 装 置 に 出 力 す る 入 力 装 置 で あ っ て 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ま た は 非 接 触 Ｉ Ｃ
カ ー ド 相 当 機 器 と デ ー タ を 通 信 す る 通 信 手 段 を 備 え 、 前 記 通 信 手 段 の ア ン テ ナ は 、 テ ン キ
ー 群 の 上 側 、 か つ 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 群 の 右 側 に 内 蔵 さ れ て い る 入 力 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 キ ー ボ ー ド は 、 カ ー ソ ル キ ー 群 が キ ャ ラ ク タ キ ー 群 の 右 下 に 組 み 込 ま れ て い る コ ン
パ ク ト 型 で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 点 キ ー 群 の 上 側 に 所 定 の 横 幅 を 有 す る 凸 部 か ら な る ス ト ッ パ を さ ら に 備 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 ス ト ッ パ の 横 幅 は 、 前 記 テ ン キ ー 群 の 横 幅 よ り も 狭 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 ア ン テ ナ の 中 心 は 、 前 記 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 群 の キ ー 列 の 右 端 と 前 記 ス ト ッ パ と に
よ っ て 定 め ら れ る 前 記 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 配 置 の 中 央 か ら 右 側 に オ フ セ ッ ト さ れ て い る よ
う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 キ ー ボ ー ド は 、 所 定 の 無 線 通 信 規 格 に 従 っ て 前 記 情 報 処 理 装 置 と 通 信 す る よ う に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に お い て は 、 ア ン テ ナ が テ ン キ ー 群 の 上 側 、 か つ 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー
群 の 右 側 に 内 蔵 さ れ て い る 通 信 手 段 に よ り 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ま た は 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相
当 機 器 と デ ー タ が 通 信 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 一 側 面 に よ れ ば 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 一 般 的 な フ ル サ イ ズ キ ー ボ ー ド の 外 観 を 示 し て お り 、 同 図 Ａ は 上 面 図 、 同 図 Ｂ
は 側 面 図 で あ る 。 こ の フ ル サ イ ズ キ ー ボ ー ド １ は 、 主 に 文 字 を 入 力 す る た め の キ ー か ら な
る キ ャ ラ ク タ キ ー 群 ２ 、 数 字 や 演 算 符 号 な ど を 入 力 す る た め の テ ン キ ー 群 ３ 、 キ ャ ラ ク タ
キ ー 群 ２ の 上 方 に 設 け ら れ た 予 め 定 義 さ れ て い る 処 理 を 実 行 さ せ る た め の フ ァ ン ク シ ョ ン
キ ー か ら な る Ｆ キ ー 群 ４ 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 ２ と テ ン キ ー 群 ３ の 間 に 設 け ら れ た ４ 方 向 の
カ ー ソ ル キ ー か ら な る カ ー ソ ル キ ー 群 ５ 、 お よ び Insertキ ー 、 Deleteキ ー な ど か ら な る 補
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助 キ ー 群 ６ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ の フ ル サ イ ズ キ ー ボ ー ド １ は 、 文 字 通 り 全 て の キ ー を 備 え て い る の で 機 能 上 問 題 な
い 。 し か し な が ら 、 そ の サ イ ズ （ 縦 × 横 ＝ 約 １ ６ ７ ミ リ × 約 ４ ５ ７ ミ リ ） が 大 き す ぎ る と
感 じ て い る ユ ー ザ も 存 在 す る の で 、 カ ー ソ ル キ ー 群 の 分 だ け 横 幅 を 短 縮 さ せ た コ ン パ ク ト
キ ー ボ ー ド が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 一 般 的 な コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド の 外 観 を 示 し て お り 、 同 図 Ａ は 上 面 図 、 同 図 Ｂ
は 側 面 図 で あ る 。 こ の コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド １ １ は 、 主 に 文 字 を 入 力 す る た め の キ ー か ら
な る キ ャ ラ ク タ キ ー 群 １ ２ 、 数 字 を 入 力 す る た め の テ ン キ ー 群 １ ３ 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 １
２ の 上 方 に 設 け ら れ た 予 め 定 義 さ れ て い る 処 理 を 実 行 さ せ る た め の フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー か
ら な る Ｆ キ ー 群 １ ４ 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 １ ２ の 右 下 に 組 み 込 ま れ た ４ 方 向 の カ ー ソ ル キ ー
か ら な る カ ー ソ ル キ ー 群 １ ５ 、 お よ び テ ン キ ー 群 １ ３ の 上 方 に 設 け ら れ た 補 助 キ ー 群 １ ６
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド １ １ の サ イ ズ は 縦 × 横 ＝ 約 １ ５ ７ ミ リ × 約 ３ ９ ２ ミ リ で あ り
、 フ ル サ イ ズ キ ー ボ ー ド １ に 比 較 し て 縦 約 １ ０ ミ リ 、 横 約 ６ ５ ミ リ の 小 型 化 が 実 現 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付 コ
ン パ ク ト キ ー ボ ー ド （ 以 下 、 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド と 称 す る ） の 外 観 を 示 し て お
り 、 同 図 Ａ は 上 面 図 、 同 図 Ｂ は 側 面 図 で あ る 。 こ の Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ は
、 USBケ ー ブ ル な ど を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 本 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ は 、 主 に 文 字 を 入 力 す る た め の キ ー か ら な る キ ャ ラ
ク タ キ ー 群 ２ ２ 、 数 字 を 入 力 す る た め の テ ン キ ー 群 ２ ３ 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 ２ ２ の 上 方 に
設 け ら れ た 予 め 定 義 さ れ て い る 処 理 を 実 行 さ せ る た め の フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー か ら な る Ｆ キ
ー 群 ２ ４ 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 ２ ２ の 右 下 に 組 み 込 ま れ た ４ 方 向 の カ ー ソ ル キ ー か ら な る カ
ー ソ ル キ ー 群 ２ ５ 、 お よ び Ｆ キ ー 群 ２ ４ の 同 列 右 側 に 設 け ら れ た 補 助 キ ー 群 ２ ６ か ら 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ の 特 徴 は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を
内 蔵 し て い る こ と で あ り 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド は 勿 論 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 に 対 し て
も 、 デ ー タ を 通 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ の サ イ ズ は
縦 × 横 ＝ 約 １ ７ ５ ミ リ × 約 ３ ８ ８ ミ リ で あ り 、 図 ２ の コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド １ １ と ほ ぼ 同
等 の サ イ ズ を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 他 の 特 徴 は 以 下 の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の サ イ ズ を 縮 小 し
て Ｆ キ ー 群 ２ ４ の 横 幅 を 短 縮 し 、 キ ャ ラ ク タ キ ー 群 ２ ２ の 横 幅 と 同 じ 幅 に 、 Ｆ キ ー 群 ２ ４
と 補 助 キ ー 群 ２ ６ を 同 列 に 設 け て い る 。 補 助 キ ー 群 ２ ６ の 移 設 に 伴 っ て テ ン キ ー 群 ２ ３ の
上 方 に 空 い た ス ペ ー ス に は ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ を 設 け て い る 。 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ は 、 テ ン キ
ー 群 ２ ３ の 横 幅 よ り も 狭 い 横 幅 の 凸 部 で あ る 。 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 に つ い て は 後 述 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ の 右 上 に お け る 補 助 キ ー 群 ２ ６ を 左 端 、 ス ト ッ パ リ
ブ ２ ７ を 下 端 と す る 領 域 の 中 央 に は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド な ど を 配 置 す る （ 実 際 に は 配 置 す
る こ と な く 、 か ざ す だ け で 通 信 可 能 で あ る ） 位 置 、 す な わ ち 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー
ダ ／ ラ イ タ の ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ （ 図 ７ ） が 内 蔵 さ れ て い る 位 置 （ 厳 密 に は 図 ８ Ａ に 示 す 点
Pcc） を 示 す セ ン タ マ ー ク ２ ８ が 記 さ れ て い る 。 補 助 キ ー 群 ２ ６ と ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ が 突
出 し て お り 、 い わ ば 、 ス ト ッ パ の 役 目 を 果 た す の で 、 ユ ー ザ は 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を 的 確 に
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配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 で あ る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付
ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド （ 以 下 、 Ｒ ／ Ｗ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド と 称
す る ） の 外 観 を 示 し て お り 、 同 図 Ａ は 上 面 図 、 同 図 Ｂ は 側 面 図 で あ る 。 こ の Ｒ ／ Ｗ 付 ワ イ
ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ３ １ は 、 例 え ば 、 ワ イ ヤ レ ス USB規 格 に 基 づ く 無 線 通 信 に よ
っ て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 本 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｒ ／ Ｗ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ３ １ の 外 観 は 、 基 本 的 に は 図 ３ に 示 さ れ た Ｒ
／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ と 同 様 に 構 成 さ れ る 。 た だ し 、 ワ イ ヤ レ ス 化 に 伴 っ て バ
ッ テ リ が 内 蔵 さ れ る の で 、 バ ッ テ リ の 消 耗 を 防 ぐ た め に キ ー ボ ー ド 自 身 の 電 源 を オ ン ／ オ
フ す る オ ン ／ オ フ ス イ ッ チ ３ ２ 、 内 蔵 さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ の 機 能
を 有 効 と す る と き に 操 作 す る カ ー ド Ｒ ／ Ｗ キ ー ３ ３ 、 お よ び 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ
／ ラ イ タ の 機 能 が 有 効 で あ る か 否 か を 示 す カ ー ド イ ン ジ ケ ー タ ３ ４ が 追 加 さ れ て い る 。 な
お 、 内 蔵 さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ は 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 機 能 が
無 効 と な る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 存 在 意 義 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ
ー ボ ー ド ２ １ （ ま た は Ｒ ／ Ｗ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ３ １ ） の 側 面 外 観 を 示 し
て い る 。 同 図 Ａ は 、 キ ー ボ ー ド 面 の 傾 斜 を 変 化 さ せ る た め の チ ル ト レ ッ グ ４ ２ が 畳 ま れ た
状 態 （ 傾 斜 面 ４ ． ３ ４ ° ） で あ り 、 同 図 Ｂ は 、 チ ル ト レ ッ グ ４ ２ を 立 て た 状 態 （ 傾 斜 面 ８
． ８ ３ ° ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 チ ル ト レ ッ グ ４ ２ を 立 て た 状 態 の 場 合 、 所 定 の 位 置 に 配 置 さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ １
が テ ン キ ー 群 ２ ３ 側 （ 紙 面 左 側 ） に 滑 落 し 易 く な る の で 、 突 出 し た ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 存
在 が よ り 有 意 義 な も の と な る 。 な お 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ を 設 け な く て も テ ン キ ー 群 が ス ト
ッ パ 代 わ り に な る と も 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ １ と 通 信 し て い る と
き に テ ン キ ー 群 ２ ３ の 上 側 の キ ー を 使 用 す る こ と が で き な い の で 不 都 合 で あ る 。 よ っ て 、
ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 存 在 意 義 は 高 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ の ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ を キ ー ボ ー ド の 右 上 に
内 蔵 さ せ る こ と の 意 義 に つ い て 説 明 す る 。 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 で は 、 通 常 、 当 該 Ｉ
Ｃ チ ッ プ 用 の ア ン テ ナ の 中 心 は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の 短 辺 の 中 心 線 と 一 致 し て い
る 。 し た が っ て 、 例 え ば 図 ６ Ａ に 示 す 点 Ｐ １ に 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ の ア
ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 が 位 置 し て い る 場 合 、 カ ー ド Ｒ ／ Ｗ キ ー ３ ３ お よ び ス ト ッ パ リ ブ ２
７ に よ っ て 決 定 さ れ る 直 線 Ｌ １ が 固 定 さ れ て い る の で 、 横 幅 約 ３ ３ ミ リ の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー
ド 相 当 機 器 ま で が 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 点 Ｐ １ よ り も 右 上 の 、 例 え ば 図 ６ Ｂ に 示 す 点 Ｐ ２ に 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ
／ ラ イ タ の ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 が 位 置 し て い る 場 合 、 横 幅 約 ６ ０ ミ リ ま で の 非 接 触 Ｉ
Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 ま で 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 が 右 上 に 位 置 す る ほ ど 、 対 応 で き る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ
ー ド 相 当 機 器 の 幅 が 広 が る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し な が ら 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の サ イ ズ （ ３ ３ ミ リ × ５ ０ ミ リ ）
の 都 合 上 、 ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 の 上 方 向 の 調 整 に は 上 限 が あ る 。 し た が っ て 、 ア ン テ
ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 の 横 方 向 の 調 整 に つ い て 言 及 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ Ａ に 示 す よ う に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ の 右 上 に
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置 い た 場 合 、 も っ と も 左 側 に 寄 せ て 配 置 し て も 、 そ の 位 置 は カ ー ド Ｒ ／ Ｗ キ ー ３ ３ お よ び
ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ に よ っ て 制 限 さ れ る 。 こ の 位 置 に お け る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 中 心 を 点 Pc
cと す る 。 な お 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の サ イ ズ は 、 標 準 的 な 約 ８ ６ ミ リ × 約 ５ ４ ミ リ と す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 と こ ろ で 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ は 、 ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 と 、 非 接
触 Ｉ Ｃ カ ー ド ま た は 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の ア ン テ ナ の 中 心 と の 誤 差 を 、 縦 横 そ れ ぞ
れ ± １ ０ ミ リ ま で 許 容 し て い る 。 す な わ ち 、 点 Pccよ り も 縦 横 そ れ ぞ れ ± １ ０ ミ リ ず れ た
位 置 に ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 が 位 置 し て い て も 、 図 ８ の よ う に 配 置 さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ
ー ド と 通 信 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 図 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 点 Pccよ り も １ ０ ミ リ 右 側 の 点 Pac
に ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 が く る よ う に 、 ア ン テ ナ 基 盤 ５ １ を 配 置 す る 。 な お 、 セ ン タ マ
ー ク ２ ８ は 、 点 Pacで は な く 、 点 Pccに 一 致 し て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 デ サ イ ン 的 に は テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 と 揃 え る こ と が 望 ま し い ス ト ッ パ リ ブ ２ ７
の 横 幅 を 、 テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 よ り も 短 く す る こ と の 意 義 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 ア
ン テ ナ 基 盤 ５ １ の 中 心 、 点 Pacに 位 置 し て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 と 揃 え 、
例 え ば 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を 約 ７ ５ ミ リ と し た 場 合 、 通 信 可 能 な 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド
相 当 機 器 の 横 幅 は 約 ５ ８ ミ リ ま で と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 例 え ば 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を テ ン キ ー 群 ２ ３
の 横 幅 よ り も 短 い 例 え ば 約 ４ ４ ミ リ と し た 場 合 、 通 信 可 能 な 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の
横 幅 は 約 ６ ６ ミ リ ま で 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の 重 心 が 当 該 機 器 の 短 辺 の 中 心 線 と 一 致 す る と 仮 定 し
た 上 で 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の キ ー ボ ー ド 上 に 置 い た と き の 安 定 性 に つ い て 考 慮 す
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 と 揃 え
、 例 え ば 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を 約 ７ ５ ミ リ と し た 場 合 、 キ ー ボ ー ド の 右 上 に お く こ
と が で き る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の 横 幅 は 約 ８ ３ ミ リ ま で と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 例 え ば 図 １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を テ ン キ ー 群 ２
３ の 横 幅 よ り も 短 い 例 え ば 約 ４ ４ ミ リ と し た 場 合 、 キ ー ボ ー ド の 右 上 に お く こ と が で き る
非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の 横 幅 は 約 １ ０ ４ ミ リ ま で 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 し た が っ て 、 ス ト ッ パ リ ブ ２ ７ の 横 幅 を テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 よ り も 短 く す る ほ ど 、 対
応 で き る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の 幅 が 広 が る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た Ｒ ／ Ｗ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ２ １ お よ び Ｒ ／
Ｗ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ３ １ は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を 単
純 に 内 蔵 し た の で は な く 、 そ の 配 置 を キ ー ボ ー ド の 右 上 と し 、 さ ら に 、 ア ン テ ナ 基 盤 の 中
心 ま で 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド お よ び 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機 器 の サ イ ズ を 考 慮 し て 決 定 し 、 さ
ら に 、 テ ン キ ー 群 ２ ３ の 上 方 に 、 テ ン キ ー 群 ２ ３ の 横 幅 よ り も 短 い 横 幅 の ス ト ッ パ リ ブ ２
７ を 設 け た の で 、 ユ ー ザ の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 か つ 、 対 応 可 能 な 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 相 当 機
器 の サ イ ズ を 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 フ ル サ イ ズ キ ー ボ ー ド の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン パ ク ト サ イ ズ キ ー ボ ー ド の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 し た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド
の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 を 適 用 し た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト
キ ー ボ ー ド の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ス ト ッ パ リ ブ の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を キ ー ボ ー ド の 右 上 に 設 け る こ と に 効 果 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を キ ー ボ ー ド の 右 上 に 設 け る こ と に 効 果 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ を キ ー ボ ー ド の 右 上 に 設 け る こ と に 効 果 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ス ト ッ パ リ ブ の 幅 を テ ン キ ー 群 の 幅 よ り も 短 く す る こ と の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 ス ト ッ パ リ ブ の 幅 を テ ン キ ー 群 の 幅 よ り も 短 く す る こ と の 効 果 を 説 明 す る 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ２ １ 　 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付 コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ， 　 ２ ２ 　 キ ャ ラ
ク タ キ ー 群 ， 　 ２ ３ 　 テ ン キ ー 群 ， 　 ２ ４ 　 Ｆ キ ー 群 ， 　 ２ ５ 　 カ ー ソ ル キ ー 群 ， 　 ２ ６
　 補 助 キ ー 群 ， 　 ２ ７ 　 ス ト ッ パ リ ブ ， 　 ２ ８ 　 セ ン タ マ ー ク ， 　 ３ １ 　 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー
ド 対 応 リ ー ダ ／ ラ イ タ 付 ワ イ ヤ レ ス コ ン パ ク ト キ ー ボ ー ド ， 　 ３ ２ 　 オ ン ／ オ フ ス イ ッ チ
， 　 ３ ３ 　 カ ー ド Ｒ ／ Ｗ キ ー ， 　 ３ ４ 　 カ ー ド イ ン ジ ケ ー タ ， 　 ５ １ 　 ア ン テ ナ 基 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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